
議員紹介

議席番号
氏　　　名
年齢（7/1現在）
住　　 所
電 話 番 号新議会議員紹介新議会議員紹介

①

本
ほん

多
た

勝
かつ

実
み

（49）
小浜字芳池３番地24
☎５５－２１８６

②

佐
さ

藤
とう

運
うん

喜
き

（49）
油井字福岡49番地
☎２２－２１７６

④

加
か

藤
とう

建
たつ

也
や

（57）
永田積内113番地１
☎２３－０９１９

③

石
いし

井
い

　 馨
かおる

（54）
木幡字南柿ノ作67番地
☎４６－３２７８

⑨

深
ふか

谷
や

勇
ゆう

吉
きち

（65）
不動平303番地
☎２４－２５６６

⑩

菅
すげ

野
の

寿
とし

雄
お

（59）
下長折字藤26番地
☎５５－３０８１

⑫

佐
さ

藤
とう

 　 有
たもつ

（66）
蓬田376番地
☎２３－６２３６

⑪

堀
ほり

籠
ごめ

新
しん

一
いち

（64）
杉沢字清ノ内10番地1
☎５７－２７３７

⑤

本
ほん

多
だ

俊
とし

昭
あき

（54）
舘野原145番地
☎２３－７１２９

⑥

熊
くま

田
た

義
よし

春
はる

（56）
原セ才木321番地
☎２３－２０５１

⑧

安
あん

齋
ざい

政
まさ

保
やす

（61）
上川崎字七島67番地
☎５２－２７０４

⑦

小
お

野
の

利
とし

美
み

（60）
平石高田二丁目113番地1
☎２３－７０１２

⑬

菅
かん

野
の

 　 明
あきら

（57）
杉沢字平32番地
☎５７－２５１２

⑭

小
こ

林
ばやし

 　 均
ひとし

（58）
休石原37番地2
☎２３－５５８０

⑯

平
たいら

 　 敏
とし

子
こ

（61）
茶園一丁目163番地1
☎２３－１１６９

⑮

浅
あさ

川
かわ

吉
よし

寿
じ

（60）
浅川153番地
☎２２－２３３６

14



議員紹介

⑰

野
の

地
ち

久
ひさ

夫
お

（63）
下川崎字東北62番地
☎５２－２３１０

⑱

平
ひら

塚
つか

與
よ

志
し

一
いち

（63）
錦町二丁目251番地
☎２３－２１９７

⑳

佐
さ

藤
とう

源
げん

市
いち

（64）
針道字富沢60番地
☎４６－３７９５

⑲

斎
さい

藤
とう

広
ひろ

二
じ

（64）
油井字油井町135番地
☎５３－２９９６

㉕

平
ひら

栗
くり

征
ゆき

雄
お

（72）
智恵子の森四丁目63番地
☎２２－４６８０

㉖

中
なか

田
だ

凉
りょう

介
すけ

（57）
郭内一丁目80番地1
☎２２－６４４０

㉑

斎
さい

藤
とう

賢
けん

一
いち

（66）
丑子内165番地
☎２２－５７３８

㉒

斎
さい

藤
とう

周
しゅう

一
いち

（67）
箕輪一丁目20番地
☎２３－７０８６

㉔

五
い が ら し

十嵐勝
かつ

蔵
ぞう

（71）
茶園二丁目236番地
☎２２－０４５７

㉓

髙
たか

橋
はし

正
まさ

弘
ひろ

（67）
太田字海方作340番地1
☎４７－３２９１

会　派　構　成
　次のとおり、会派の届がありました。 （７月1日現在）

会　　派　　名 役　職 会　　　員

市 政 刷 新 会 議（６名）

会    長 野地　久夫
副 会 長 平栗　征雄
幹 事 長 斎藤　周一
経 理 責 任 者 佐藤　運喜
会    員 本多　勝実
会    員 加藤　建也

真 誠 会（５名） 

会    長 五十嵐勝蔵
副 会 長 佐藤　　有
幹 事 長 堀籠　新一
経 理 責 任 者 本多　俊昭
会    員 深谷　勇吉

あ ぶ く ま 会（５名）

会    長 佐藤　源市
副 会 長 浅川　吉寿
幹 事 長 髙橋　正弘
経 理 責 任 者 石井　　馨
会    員 斎藤　賢一

市 政 会（３名）
会    長 菅野　寿雄
副会長兼経理責任者 安齋　政保
幹 事 長 熊田　義春

日本共産党二本松市議団
（３名）

会    長 斎藤　広二
幹 事 長 菅野　　明
経 理 責 任 者 平　　敏子

公 明 党（１名） 会    長 小林　　均
平 塚 與 志 一（１名） 会 　 長 平塚與志一
中 田 凉 介（１名） 会 　 長 中田　凉介
小 野 利 美（１名） 会 　 長 小野　利美

　就任あいさつ 議長　中 田 凉 介
市民の皆様には、平素より市政並びに市議会に
対しまして、格別のご理解とご協力を賜り、心よ
り厚く御礼申し上げます。
私は、このたびの臨時議会におきまして、議員
各位のご推挙により、合併後４代目となる議長に
就任いたしました。誠に身に余る光栄であり、職
責の重さを痛感し、身の引き締まる思いでござい
ます。
わが市も、平成27年には合併10周年を迎えるこ
ととなります。この間、東日本大震災と、これに
伴う東京電力福島第一原子力発電所事故によりも
たらされた放射線被害からの復旧復興が、現実の
問題として市民の日常生活に横たわっておりま
す。執行機関であります市当局と議決機関であり
ます議会が一体となって、市民生活の安心安全確
保のために、最優先課題として取り組むべき歴史
的課題である、との認識を再度いたすものであり
ます。
更に今日、地方自治を取り巻く環境は大きく変
化しており、地方分権の進展に伴い議会の果たす
役割と議員の責務も一層重要となっていることか
ら、市の意思決定機関である議会が市民の負託に
応え、市の持続的で充実したまちづくりに寄与で
きるよう鋭意努力してまいる所存であります。
今後とも、市民の皆様のご指導、ご鞭撻を心か
らお願い申し上げまして、就任のご挨拶といたし
ます。
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